
芋苗から教えられたこと   

 

 畑に今年もＡ組さんと芋の苗を植えました。 

「金時」という、とても甘い、おいしい芋だということです。 

 これまで知らなかったのですが、芋を植える前に、葉っぱがしおれたり、茎もしおれて

しまっても、全く大丈夫で、むしろ、その方が畑に植えた時に、しっかりと生えつくだそ

うです。 

 そんなことを知らず、畑に植える準備ができるまで日があると、「それ！大変だ！」とし

っかり水を張ったバケツに入れて、ぐったりしないように気を配っておりました。 

 今年はそのお話を聞いたので、新聞紙をかぶせ、霧吹きで少し葉っぱに水分を与えるだ

けにしました。少し心配でしたが・・・。 

 畑ができあがって、「さあ、植えよう」ということになった時には、茎も葉もしおれて、

心細い限りでした。中には色が変わって紫色になっている茎のものもあります。 

 しかし、畑に植えて、２週間あまり、どうでしょう！例年以上にぴんとして、しっかり

と生えついているではありませんか。もちろんＡ組さんの植え方もよかったのでしょう。

「空豆くんのベッド」のお話のように、しっかり穴を掘り、「船底植え」で植えたのですか

ら、大したものです。大人による手直しも、今年は少なくてすみました。 

 さて、この芋のお話から、思うことがたくさんありました。それは、至れり尽くせりす

ることだけが、芋にとって必ずしも一番ではないように、人間にとってもそうなのではな

いか？ということです。人のために、子どものために何かをしてあげるということは、時

として自己満足であることが多いのではないでしょうか？ 

 本当に、今しようとしていることは相手のためになっているか？よくよく考えてみたい

ものだと改めて思いました。 

 朝の玄関でついつい一人でしようと思っている子に、手を出してしまい「一人で行くも

ん！」と拒否されることがあります。親切のつもりで、ちっとも気持ちを考えていません。

反省させられます。 

 お家の中におじいちゃん、おばあちゃんがいらしたら、「何もしていただかなくて結構で

すから」とお客様のようにしてしまったら、きっと悲しいでしょうね。いろいろお願いし

て、「ありがとうございます。おかげで助かります。」と言い合える関係が一番いいのだろ

うと思います。 

 子どもは、心が折れている時、弱くなっている時には、だっこしたり、手をつないだり

してほしいものですが、ある時は「一人でできるもん！」と、がんばってみたいもの。よ

く様子を見ながら、今は手の必要な時、今は見守る時、と考えながら関わり、一人でがん

ばった時には「がんばってるね！」と認めて、そして一人で考えて生きていく力を育てて

いきたいものですね。 

 


